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キ ー ワ ー ド ： 特 別 支 援 教 育  合 理 的 配 慮  行 動 上 の 問 題  

 

１ 研究テーマ 

「応用行動分析を用いた特別支援教育の技法について」 

 

２ 研究内容 

×(1) 子どもの行動上の問題へのアセスメントと分析及び指導の工夫 

子どもの問題行動について、仮想事例を用いて分析をした。ワークでは応用行動分析学の機能

分析という手法を用いた。また、学級担任が指導をしながら実施できる記録方法や声掛け・ヒン

トの出し方の工夫について実践を交流して研修した。 

×(2) 合理的配慮 

特別支援学級や特別支援学校で普段行っている個別的サポートと合理的配慮、心理的な配慮の

違いについて実例を挙げて研修した。 

( 注１) 清水貞夫・西村修一「合理的配慮とは何か？通常教育と特別支援教育の課題」クリエイ

ツかもがわ、2016 

 

３ 成果と課題 

×(1) 成果 

① 子どもの行動上の問題へのアセスメントと分析及び指導の工夫では、自分の担当するクラス

で取った記録を元に、支援の工夫をすることができた。研修会では参加者と意見交流すること

で、子どもの暴言や他害行動、登校しぶりなどの行動背景を参加者で話し合い、よりよい支援

方法を研修することができた。 

② 合理的配慮について、定義や法的な位置づけを書籍から学んだ。特別支援学校や特別支援学

級における合理的配慮と個別的サポートとの違いを明確にすることができた。また、教員の気

づきによる合理的配慮と本人・保護者の申請があった際の対応方法について学ぶことができた。 

(2) 課題 

① 行動上の問題のアセスメントや分析の手法を周りの同僚たちと協力して実践していくことが

今後の課題である。 

② 権利擁護としての合理的配慮の要請が本人・保護者からあげられた場合、学校園が本人・保

護者どのようにして合意形成を図っていくのか、学校園でどのように理解啓発を促していくの

かが今後の課題であると考えている。 

 

 


